
高膨張性泡沫消火装置の研究明3報〉

1.はしがき

当室における高発泡消火装置の研究開発は，昭和39

年度より研究開発を進め，再三に亘る試作性能実験の

結果，地下街，地下室，倉庫等いわゆる密閉建物等の

火災に充分使用できる画期的な消火装置であることが

認められたので，この試作機を取敬えず試験段階とし

て，現地〈芝消防署，将監橋出張所〉に配置し運用し

てきたところである。

しかしながら，この消火装置も試験運用段階にある

ために完全なものでなく，現地で運用する場合，取扱

い面において数々の不便さがあり，早急に改善する必

要があると認められていたので，今回取急ぎ高発泡用

ラインプロポーショナーおよび関口部密閉袋を試作取

付け，火災現場における防禦効果の迅速と消火効率の

向上を図ったものである。

なお，現在まで試作した高発泡消火装置の性能等に

ついては，消防科学研究所報第l号および第2号に掲

載し，報告してあるので参考とされたい。

2. 試作装置の構造概要

1. ラインプロポーショナー

高膨張性泡沫を大量，かつ連続的に発生させる方法

としては，つぎの二つのタイプがある。即ち， 0.5% 

に薄めた混合溶液を水槽タンク内に大量に作り，ギャ

ーポンプ等で噴霧ヘッドまで送り込み発泡させる方法

と，ポンプ寧から直接送水されてくるホ{スラインに

プロポーショナーを取付け，発泡原液を吸引させて噴

霧ノズルに送り込み発泡させる方法とがあり，今回の

改造は後者を採用したのである。図1，はこのプロポ

ーショナー本体の構造概要および総重量を示したもの

である。

このプロポーショナーの性能特質は， ノズノレ圧力3

kg/cm2時において放水量を 300g /min程度とし，こ
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図 1 プロポーショナ一本体組立図

の放水量に対して発泡原液 (15%型， 209杉型〕が最

終的に0.5%混合液になるように設計した。

さらに，長時関連続使用できるようプロポーショナ

一本体根元に切換三方コックを設けて，手動により交

互にコックを切換えて発泡原液を吸引できる 2木の吸

入管を設けたものである。

三方コックの構造も取付位置，あるいは送水停止時

等の低送水圧においても原液缶の中に水が逆流しない

ように，特に性能のよいチヤッキバノレプを設けた，な

どが特徴である。

2. 関口部密閉袋

密閉室内等の火災に際し，高膨張性の泡珠を大量に

送り込み，燃焼室内を短時間に充満し，排煙および熱

遮断効果を図るためには，まず第一に送泡入口開口部

を完全に密閉して泡沫の逆流防止を図らなければなら

ない。そこで研究試作したのがこの空安暗号長式密閉袋

である。図 2はこの密閉袋の構造諸元を示したもの

である。

密閉袋の大きさも両聞きドアー用(縦2，100mm，横

1， 800mm，厚さ'lOOllm)，片開きドアー用(縦2，100mm，
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横900mm，厚さ600mm)の2種類とし，両側下部にはさ

らに直径860mmの送泡管が自由に結合，離脱できる機

構とした。またこの密閉袋がどのような場所にも自由

に， しかも簡単に取付けられるものでなければならな

いので，軽量なナイロン帆布を用いて製作した。

3. 実験項目

1 ラインブロポーショナー性能試験

(1) 放水量および薬液吸引量測定試験

(2) 発泡原液の粘度測定試験

(3) 発泡量および流動性試験

2. 関口部密閉袋性能試験

(1) 生地強度および重量測定試験

(2) 密閉袋結合延長所要時分測定試験

4. 実験要領および実験結果

1. ラインブロポーショナー性能試験について

(1) 放水量測定試験

この試験には放水量測定器材不足のため，ニッタン

K.K.の設備を借用，送水配管先端に高発泡用噴霧ヘ

ッドを取付け，送水圧力 0~5kg/cm2 まで 0.5kg/巴m2

毎に一定として，その時点における噴霧ヘッドから放

出される水量を重量法によって測定記録した。その結

果は表1に示すとおりである。これをさらに流量曲線

で表わしてみると図 3に示すごとくになり，放水量

300 e /minはノズノレ圧力 2.3kg/cm2であることがわか
る。

表 1 放水量調u定試験成績表

ノズノレ圧力帥m2) I 1 1 2 12. 51 3 1 4 I 5 

ノズノレ流量(e /min) I 2081 2841叫叫判 450
(2) 薬液吸引量測定試験

この試験にはプロポーショナ一本体をホースライン

に結合し，さらにその先端に噴霧ノズノレを取付けてノ

ズル庄力 2.3kg/cm2(放水量300e /min) と一定に保

図 3 高発泡用噴霧ノズノレ圧力流量曲線
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ち，水および発泡原液(15%型， 209杉型) 2 eが吸引
される時間を測定記録し，毎分の吸引量を算出した。

その結果は表 2に示すとおりである。この表をみて

もわかるように，薬液吸引量は各種発泡原液(スノー

ラップ，ネオゲン〉の粘性ならびに吸入コックの調整

コック開度によって，大きく相違することがわかる。

なお， この消火装置の性能は0.5%の混合溶液が300・

e/min放水された場合が， 最も効率のよい泡が発生

するように設計されているので，これを基準として最

低吸引量は15%型の場合が 10e/min20%型の場合は

7.5e/minが必要である。以上のことから表2と比較

してみると，薬液吸入量と調整コックの開度範囲は図，

4に示すごとく十O.5~+2. 5で運用すればよいことが

わかる。

表 2 薬液吸引量測定試験成績表

接
被 吸 ヲ| 液 体

スノ { フ ツ フ 不 オ ゲ 二/

水
15% 209杉 15% 20% 

占

全 開

十3

+2.5 
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接
被 吸 ヲ| 液 体

ス、ノ 一フ ツ フ ネ オ ケ、 ン
水

159杉 209杉 159五 20% 
占

吸〔引Se時c)間 1ω吸/引m量in〉||吸〔引Se時c)間 I~吸gj引m量ln〉||吸(引Se時c)間 I J吸&/引m量in〕l|吸(引Se時c)間1~吸&/引m量m〉!|吸〔引Se時c)間 ||(4吸/m引i量n) 

+2 9. 9 18.4 12.6 9.5 14.0 8.6 10.5 11. 4 12.5 9.6 

十1.5 13.6 8.8 11. 8 10.2 13.0 9.2 

+1 11.0 16.4 14.0 8.6 15.9 7.5 13.2 9.1 13.8 8.7 

+0.5 15.0 8.0 15.0 8.0 16.0 7.5 

。 14.4 12.5 16.8 7.1 19.2 6.3 15.9 7.5 16.7 7.2 

-1 18.9 9.5 

-2 28.2 6.4 34.0 3.5 

考備
測定時間は N.P. 2. 3kg/cm2 (放水量 300&/min)における液体2&を吸引した時間である。

但し水の場合は3&である。

図 4 三方切換コックと薬液吸入調整ダイヤノレ図
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(3) 発泡原液の粘度測定試験

プロポーショナー方式による発泡原液の吸引量は，

前記でもわかるように薬液の粘性によって大きく相違

することが認められたので，現在使用している各種発

泡原液(ネオゲンおよびスノーラップ159杉型， 20%型〉

の温度，特に低温時に対する粘性の関係を回転粘度計

で測定比較してみた。その結果は図 5に示すとおり

である。

この図をみてもわかるように，スノーラップ20勿型

の場合が低温時には極端に粘度が高くなることがわか

る。

(4) 発泡量測定試験

発泡量誤li定試験には，消防機械工場構内プーノレにポ

γ プ車一台を部署し，ホース先端にプロポーショナー

を取付け，噴霧ノズル圧力2.3kg/cm2 (放水量300&/min

時における発泡量を測定した。発泡量測定器は燃焼実

験室を区画 (75m3) し，満泡するまでの時分を測定記

録し算出した。その結果は表 3に示すとおりである

発泡倍率についてはこの表からもわかるように，

600~700倍を示し，試作 1 号 2 号機と比較しでもほ

とんど変りないことがわかる。
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図 5 高発泡用溶液の粘度曲線
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備

1801プロポーショ
ナー調整コッ
クは十2.5で
2141実施した。

考

発泡量測定試験成績表表 3

支障なく使用できることもわかった。

2. 関口部密閉袋性能試験について

(1) 生地強度および重量測定試験

この試験にはシヨッパー型引張り試験機を用い，

J 1 S K6772に基き試料生地の縦，横の引張強度(kg)

伸び率および引裂き強度(kg)について測定した。

さらに，密閉袋の重量は完成品大，小，単体の重量を

測定した。その結果は表， 4， 5に示すとおりである。

引裂き強
力 (kg)

コョ

!
 
nu 

テ

1

b

T

1

よ

生地強度試験成績表

?臨|伸〈勿〉び|

1201 1101 341 341 

表 4

ナイロン

(5) 泡沫流動試験

この試験には梯子車を用い垂直上昇試験のみを行な

い，梯子伸梯角は70度で，全イ申梯(約30m)し，梯子

側面に580m吋長さ10m送泡チュープ3本を結合延長し

て，地上で発泡させたものをチューブに入れて梯子先

端から泡沫が噴出するまでの所要時分を測定した。

地面と梯子先端の垂直高は29目6mである。なお，送

泡中傾斜マノメーターを用いて送泡チューブ内の風圧

を測定してみた。その結果は図 6に示すとおりであ

る。

この実験結果からもわかるように，高層建築物の火

災に際しても梯子車等を活用することによって充分使

用できる。また，一時送泡を停止し再送泡しても何等

18.7 帆布韓400
流動試験方法と実験結果図 6

量

重量測定試験成績表

重7J1j 

表 5

種

9.3kg-(大〉袋閉密

8.2kg 

13.2kg 

10.6kg ューブC10m)送泡チ

5.7kg-

2目9kg

(2) 密閉袋結合延長所要時分測定試験

結合方法は送泡チューフー10mもの1本の場合と， 10' 

mのもの2本の場合，さらに密閉袋の先端に送泡チュ

ープを取付けた場合，および取付けない場合の3種類

の組合せ方式により実施した。延長操作員は 3名で行

ない，送泡チュープのふくらむまでの所要時分測定は

結合，延長後，風量最大で実施した。その結果は表，

6に示すとおりである。

(小〉

ュープ発泡チ

(5 m) 

(3 m) 
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以上が今回改良した事項の各種試験結果と考察であ

るが，これをさらに改造前のものと比較検討してみる

と，つぎの利点がある。

(1) 火災防禦運用面において，取扱い操作の迅速と

連続使用が可能となった。

ア，水槽タンクに混合溶液を作る必要がない。

イ，専用の送液ポンフ。を運転操作する必要がない。

ウ 装置本体は水利に関係なく自由に部署できる。

エ，三方切換コック操作によって簡単に連続使用が

可能である。

オ，密閉袋を活用することによって，任意の場所を

自由に閉鎖できる。

なお，今後さらに安定性がよく，かつ温度変化によ

り粘度の上昇しない発泡液の研究と発泡機構の改善研

究により，小型高性能消火装置の完成が期待できる。

型， 20%型〕の温度に対する粘度を調べてみたが，ス

ノーラップ209話型の場合には低温時 050C以下〉に

は極端に粘度が高くなることが認められる。その他の

発泡液についても WC以下になると同様の傾向はみ

られるが，極端な粘度のかたさは認められない。

しかし，今回使用したスノーラップ発泡原液には，

CMCO.2%が添加されているのでこのような結果に

なったものと思われるので，さらに発泡原液の研究が

必要である。

(4) さらに，今後プロポーショナ一方式としての運用

にあたっては，上記の(2)，(3)の理由および表3の発泡

量測定試験結果からもわかるように，発泡原液濃度を

15%型に統ーして使用することが最も望ましい。また

プロポーショナー吸入調整コック開度も， 十1. 5~十

2.5の範囲内に一定しておくことができるので理想的

である。

2. 密閉袋の性能について

(1) 試作した密閉袋の構造も大(両開きドアー用)，

小(片きドアー用〉の2種類として，ナイロン帆布 400

番の生地を使用してみたのであるが，取扱い面からみ

てもこの程度の大きさ，重量および引張り，引裂き強

力を保有すれば，運用上に何等支障ないものと思われ

る。

(2) したがって， この空気膨張式密閉袋を試作した

ことによって，入口関口部を自由にしかも短時間で簡

単確実に密閉することができるようになった。

ぴすむ6. 
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各実験項目についてわかったことを列挙してみる

と，つぎのとおりである。

1 ラインブロポーショナーの性能について

(1) このプロポーショナーの性能は， ノズル圧力3

kg/cm2時において放水量を 300&/min程度とし，この放

水量に対して20%型および15%型発泡原液が最終的に

0.5%の混合溶液になるよう設計しであるが，放水量

を測定してみると，ノズノレ圧力2.3kg/cm2で300&/min

であることがわかったので，今後のポンフ。操作にあた

ってもこの圧力で運用することが最も望ましい。

(2) また，この場合における薬液吸引量をみてみる

と，表 2に示すとおりで被吸引液体の粘性ならびに

調整コックの閲度によって相当の差があることも認め

られる。

しかし， 0.5%の混合溶液を作る吸引量は， 159百型

の場合 10e/min，20%型の場合 7.5&/minであるから

最終的には充分活用できる性能を有することもわかっ

7こ。

(3) なお，プロポーショナ一方式による発泡原液の

吸引量は，薬液の粘性によって大きく左右されること

もわかったので，現在使用している各種発泡原液05%

ま
時
む
要
ら
所
め

く
の
日

ふ
で
分

合
分
一

結
時
打
一

長
要
研
一

延
所
一

問
削
剥
l
一

チ泡送
本

40 

24 

37 

18 

47 

20 

9 

25 

10 

15 

7 

13 

結合延長試験成績表

察

57 

52 

60 

51 

30 

40 

37 

23 

18 

25 

し

m

m

m

な

印

5

3

×

×

×

×

 

同
刷
出

nδ フチ泡送
本

し

m

m

m

z
o
-〉

3

J

J

e

t

i

t

-

、

a

‘

×

×

×

×

 

両
同
制
]
一

η
L
 
フチ泡送

本

法

考

方

表 6

9. 

10mX10mX10 
mX  

10mX10mx 

t. 
口

10mx 

結


	00000001
	00000002
	00000003
	00000004
	00000005
	00000006
	00000007
	00000008
	00000009
	00000010
	00000011
	00000012
	00000013
	00000014
	00000015
	00000016
	00000017
	00000018
	00000019
	00000020
	00000021
	00000022
	00000023
	00000024
	00000025
	00000026
	00000027
	00000028
	00000029
	00000030
	00000031
	00000032
	00000033
	00000034
	00000035
	00000036
	00000037
	00000038
	00000039
	00000040
	00000041
	00000042
	00000043
	00000044
	00000045
	00000046
	00000047
	00000048
	00000049
	00000050
	00000051
	00000052
	00000053
	00000054
	00000055
	00000056
	00000057
	00000058
	00000059
	00000060
	00000061
	00000062
	00000063
	00000064
	00000065
	00000066
	00000067
	00000068
	00000069
	00000070
	00000071
	00000072
	00000073
	00000074
	00000075
	00000076
	00000077
	00000078
	00000079
	00000080
	00000081



